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私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
生
れ
で
、
昭
和

十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
二
月
に
第
二
補
充
兵
に
編
入
さ

れ
、
同
十
八
年
六
月
一
日
よ
り
八
月
二
十
九
日
ま
で
教
育

召
集
の
た
め
金
沢
の
東
部
第
五
十
五
部
隊
に
入
隊
し
ま
し

た
。
こ
の
部
隊
は
輜
重
兵
第
五
十
二
連
隊
補
充
隊
で
、
私

は
自
動
車
の
免
許
を
取
っ
て
い
ま
し
た
の
で
輜
重
自
動
車

隊
（
大
南
隊
）
で
し
た
。 

当
時
、
私
の
家
族
は
父
母
と
姉
、
妹
二
人
の
家
族
で
、

小
学
校
、
中
学
校
を
卒
業
、
旋
盤
工
と
し
て
多
摩
川
精
器

と
い
う
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。 

前
記
の
教
育
召
集
が
解
除
し
て
翌
年
の
七
月
十
五
日
、

臨
時
召
集
に
よ
り
独
立
工
兵
第
二
十
一
連
隊
に
入
隊
、
同

日
付
に
て
新
た
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
第
二
十
九
野
戦
防
疫

給
水
部
隊
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
部
隊
は
ビ
ル
マ
方
面
軍
の
隷
下
に
あ
り
、
約
二
カ

月
の
編
成
、
装
備
の
集
約
、
訓
練
の
実
施
の
後
ビ
ル
マ
へ

出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
第
二
十
九
野
戦
防
疫
給
水
部
隊
の
編
成
は
、
軍
令

陸
甲
第
六
六
号
陸
亜
機
密
第
三
一
六
号
に
よ
り
、
昭
和
十

九
年
七
月
十
五
日
、
私
が
独
立
工
兵
第
二
十
一
連
隊
に
臨

時
召
集
で
入
隊
し
た
日
に
動
員
が
下
令
さ
れ
、
編
成
に
着

手
、
十
八
日
に
動
員
完
結
と
な
り
ま
し
た
。 

部
隊
の
編
成
人
員
は
軍
医
三
人
を
含
む
将
校
二
十
一
人
、

下
士
官
四
十
四
人
、
兵
二
百
八
十
六
人
、
計
三
百
五
十
一

南 

方
（
南
方
・
そ
の
他
）
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人
の
編
成
で
、
私
は
第
四
中
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。 

ビ
ル
マ
方
面
軍
の
戦
闘
序
列
に
編
入
（
東
部
軍
作
命
甲

第
三
六
七
号
）
さ
せ
ら
れ
た
部
隊
は
、
九
月
五
日
、
東
京

駅
を
出
発
、
九
日
、
宇
品
港
出
航
、
十
七
日
に
台
湾
の
高

雄
港
に
入
港
、
三
十
日
に
高
雄
港
を
出
港
、
十
月
六
日
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
入
港
し
ま
し
た
。 

マ
ニ
ラ
で
は
二
日
滞
在
、
八
日
に
マ
ニ
ラ
を
出
港
し
ま

し
た
が
、
パ
ラ
ワ
ン
島
沖
で
船
団
は
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻

撃
を
一
斉
に
受
け
、
我
々
の
乗
船
し
た
船
と
並
行
し
て
航

行
し
て
い
た
僚
船
は
目
の
前
で
撃
沈
さ
れ
る
有
様
で
し
た
。 

こ
の
米
潜
水
艦
の
攻
撃
で
船
団
は
右
往
左
往
と
な
り
、

四
隻
の
船
か
ら
は
煙
も
見
え
ま
し
た
が
、
船
体
や
航
行
の

状
態
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
不
明
で
し
た
。
我
々
の
乗
っ
た
船

か
ら
は
何
発
も
の
爆
雷
投
下
に
よ
り
米
潜
水
艦
に
対
し
攻

撃
を
行
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
船
体
に
は
損
傷
も
受
け

ず
、
次
の
寄
港
地
ボ
ル
ネ
オ
島
に
向
い
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
見
張
員
は
魚
雷
の
航
跡
を
発
見
し
た
り
、
僚

船
と
同
様
、
攻
撃
を
受
け
た
我
が
船
の
兵
士
た
ち
の
叫
喚

の
様
子
は
、
六
十
年
経
っ
た
今
で
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い

ま
す
。 

か
く
し
て
翌
十
月
十
七
日
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
ミ
リ
ー
港

に
入
港
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
現
在
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
で
、

二
日
停
泊
し
て
十
九
日
に
当
港
を
出
港
、
十
月
二
十
三
日
、

一
応
の
目
的
地
で
あ
る
昭
南
港
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
入

港
し
ま
し
た
。 

こ
の
昭
南
港
に
は
約
一
カ
月
半
駐
屯
し
ま
し
て
、
昭
南

地
区
の
警
備
と
防
疫
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
し
て
い

よ
い
よ
十
二
月
十
五
日
、
昭
南
を
出
発
し
て
ビ
ル
マ
に
向

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
時
ビ
ル
マ
方
面
軍
よ
り
の
「
作
命
甲
第
五
七
号
」

に
よ
り
、
第
三
十
三
軍
の
指
揮
下
に
入
る
命
令
を
受
け
、

昭
南
を
出
発
し
た
訳
で
す
。 

十
二
月
十
七
日
、
マ
レ
ー
と
タ
イ
の
国
境
通
過
、
さ
ら

に
二
十
二
日
に
タ
イ
と
ビ
ル
マ
の
国
境
を
通
過
し
、
い
よ

い
よ
ビ
ル
マ
に
入
り
ま
し
た
。 

ビ
ル
マ
の
ペ
グ
ー
（
現
バ
ゴ
ー
）
に
着
い
た
の
は
昭
和

二
十
年
一
月
三
日
で
し
た
。
こ
こ
は
首
都
ラ
ン
グ
ー
ン
（
現

ヤ
ン
ゴ
ン
）
ま
で
は
約
八
十
キ
ロ
の
地
点
で
、
昭
南
を
出
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発
し
て
よ
り
二
十
日
間
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ペ
グ

ー
で
は
約
二
週
間
滞
在
し
て
、
ペ
グ
ー
周
辺
の
警
備
並
に

防
疫
業
務
に
当
り
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
一
月
四
日
に
ビ
ル
マ
方
面
軍
の
命
令
に
よ
り

部
隊
編
成
の
改
編
が
行
わ
れ
、
同
方
面
軍
司
令
部
作
命
丙

第
一
八
一
号
に
て
は
、
部
隊
編
成
の
約
三
分
の
一
、
将
校

以
下
八
十
人
及
び
資
材
は
ビ
ル
マ
の
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
ー
に

行
き
、
第
二
十
六
野
戦
防
疫
給
水
部
長
の
指
揮
下
に
入
っ

て
防
疫
及
び
防
疫
給
水
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
同
作
命
丙
第
一
九
八
号
に
よ
り
、
同
じ
く
将
校

以
下
七
十
人
と
資
材
は
、
泰
緬
鉄
道
沿
線
に
あ
る
カ
ン
チ

ャ
ナ
ブ
リ
に
行
き
、
南
方
軍
野
戦
鉄
道
隊
長
の
指
揮
下
に

入
っ
て
同
鉄
道
沿
線
の
防
疫
及
び
防
疫
給
水
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
編
成
替
え
に
よ
り
、
我
々

三
中
隊
七
十
二
人
は
湊
谷
隊
長
を
先
頭
に
し
て
行
動
を
開

始
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
一
月
二
十
一
日
、
ペ
グ
ー
を
出
発
し
ま
し

た
が
、
そ
の
こ
ろ
よ
り
に
わ
か
に
敵
機
の
来
襲
が
激
し
く

な
り
、
こ
の
た
め
昼
間
の
行
動
は
制
約
を
受
け
、
夜
間
に

道
な
き
道
を
求
め
な
が
ら
、
し
か
も
密
林
地
帯
を
進
み
ま

し
た
。 

ペ
グ
ー
よ
り
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
へ
の
行
程
は
普
通
七

日
間
ぐ
ら
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
カ
ン
チ
ャ
ナ

ブ
リ
ー
へ
到
着
し
た
の
は
二
月
二
十
六
日
、
約
五
倍
の
三

十
七
日
を
要
す
る
行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
地
帯
は
特
有
の
熱
帯
マ
ラ
リ
ア
病
が
あ
り

隊
員
の
大
部
分
が
こ
れ
に
罹
り
、
鉄
路
が
絶
た
れ
て
い
る

た
め
食
糧
に
も
不
自
由
を
来
た
し
、
死
者
こ
そ
出
な
か
っ

た
も
の
の
大
変
厳
し
い
行
軍
で
し
た
。
こ
う
し
て
よ
う
や

く
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
に
着
い
た
の
が
二
月
二
十
六
日
で

す
。
こ
こ
は
米
国
映
画
「
戦
場
に
架
け
る
橋
」
で
有
名
な

と
こ
ろ
で
、
泰
緬
連
接
鉄
道
沿
線
の
給
水
及
び
防
疫
、
防

虐
業
務
を
実
施
し
ま
し
た
。 

一
方
、
本
隊
の
行
動
略
歴
を
見
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
二
十
年
一
月
十
八
日 

ペ
グ
ー
出
発
、 

一
月
二
十
六
日 

第
三
十
三
軍
司
令
官
の
指
揮
下
に 
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一
月
三
十
一
日 

ラ
イ
カ
に
位
置
し
、
一
部
を
以
て

シ
ポ
ー
に
支
部
を
開
設
、
ま
た
一
部
は
チ
ャ
ウ
メ
に

臨
時
検
疫
所
を
開
設
し
て
防
疫
業
務
を
実
施 

同
年
三
月
十
二
日 

主
力
は
シ
ャ
ン
州
イ
マ
ピ
ン
へ
、

一
部
は
カ
ロ
ー
に
て
防
疫
、
防
疫
給
水
業
務
に
従
事 

 

ま
た
一
部
は
ナ
ン
シ
ー
に
て
各
種
「
ワ
ク
チ
ン
」

の
製
造
及
補
給
業
務
に
従
事 

同
年
三
月
二
十
五
日 

第
五
十
六
師
団
長
の
指
揮
下
に

入
る
。
ま
た
部
隊
は
ナ
ン
シ
ー
に
集
結
、
各
種
「
ワ

ク
チ
ン
」
の
製
造
及
び
防
疫
、
防
疫
給
水
業
務
に
従

事 

同
年
五
月
十
七
日 

ビ
ル
マ
の
南
シ
ャ
ン
州
ナ
ン
パ
レ

ー
に
前
進
、
同
地
に
お
い
て
防
疫
、
防
疫
給
水
、
各

種
「
ワ
ク
チ
ン
」
製
造
業
務
に
当
る
と
共
に
、
一
部

を
ロ
イ
コ
に
派
遣
、
同
地
に
侵
襲
し
た
る
コ
レ
ラ
の

防
疫
並
び
に
防
疫
給
水
に
従
事 

同
年
七
月
十
一
日 

一
部
を
ケ
マ
ピ
ユ
に
残
置
、
主
力

を
以
て
シ
ャ
ム
国
メ
ー
ホ
ン
ソ
ン
に
て
第
二
野
戦
輸

送
司
令
官
の
指
揮
下
に
入
り
、
ビ
ル
マ
と
シ
ャ
ム
の

国
境
以
東
の
防
疫
並
び
に
防
疫
給
水
を
拝
命 

同
年
七
月
十
九
日 

ナ
ン
パ
レ
ー
を
出
発
、
途
中
防
疫
、

防
疫
給
水
を
実
施
し
つ
つ
、
雨
期
で
山
岳
重
塁
、
泥

濘
悪
路
を
克
服
、
部
隊
貨
物
を
臂
力
搬
送
し
つ
つ
九

月
二
十
五
日
シ
ャ
ム
国
ク
ン
ヤ
ム
に
到
着 

以
上
の
よ
う
に
白
川
初
太
郎
部
隊
長
（
軍
医
大
佐
）
の

部
隊
本
部
は
、
兵
站
病
院
長
、
患
者
輸
送
小
隊
、
野
戦
病

院
な
ど
を
指
揮
し
て
診
療
業
務
を
継
続
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
終
戦
翌
年
の
復
員
時
の
昭
和
二
十
一
年
五
月
、

ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
に
集
結
し
た
部
隊
人
員
、
七
千
八
百
人

の
復
員
時
検
疫
を
実
施 

同
年
五
月
十
一
日 

復
員
命
令
に
よ
り
、
六
月
一
日
、

ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
を
出
発
、
ブ
ラ
ン
チ
ン
ブ
リ
を
経
て
六

月
四
日
、
バ
ン
コ
ッ
ク
着
、
六
月
六
日
同
港
出
航
、
十
五

日
に
浦
賀
に
上
陸 

私
た
ち
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
タ
イ
国
カ
ン

チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
で
終
戦
の
報
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
し
て
八
月
二
十
五
日
、
義
参
第
八
二
三
号
に
よ
っ
て

第
四
十
二
兵
站
地
区
隊
に
転
属
と
な
り
、
十
月
二
日
、
タ
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発
し
て
よ
り
二
十
日
間
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ペ
グ

ー
で
は
約
二
週
間
滞
在
し
て
、
ペ
グ
ー
周
辺
の
警
備
並
に

防
疫
業
務
に
当
り
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
一
月
四
日
に
ビ
ル
マ
方
面
軍
の
命
令
に
よ
り

部
隊
編
成
の
改
編
が
行
わ
れ
、
同
方
面
軍
司
令
部
作
命
丙

第
一
八
一
号
に
て
は
、
部
隊
編
成
の
約
三
分
の
一
、
将
校

以
下
八
十
人
及
び
資
材
は
ビ
ル
マ
の
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
ー
に

行
き
、
第
二
十
六
野
戦
防
疫
給
水
部
長
の
指
揮
下
に
入
っ

て
防
疫
及
び
防
疫
給
水
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
同
作
命
丙
第
一
九
八
号
に
よ
り
、
同
じ
く
将
校

以
下
七
十
人
と
資
材
は
、
泰
緬
鉄
道
沿
線
に
あ
る
カ
ン
チ

ャ
ナ
ブ
リ
に
行
き
、
南
方
軍
野
戦
鉄
道
隊
長
の
指
揮
下
に

入
っ
て
同
鉄
道
沿
線
の
防
疫
及
び
防
疫
給
水
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
編
成
替
え
に
よ
り
、
我
々

三
中
隊
七
十
二
人
は
湊
谷
隊
長
を
先
頭
に
し
て
行
動
を
開

始
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
一
月
二
十
一
日
、
ペ
グ
ー
を
出
発
し
ま
し

た
が
、
そ
の
こ
ろ
よ
り
に
わ
か
に
敵
機
の
来
襲
が
激
し
く

な
り
、
こ
の
た
め
昼
間
の
行
動
は
制
約
を
受
け
、
夜
間
に

道
な
き
道
を
求
め
な
が
ら
、
し
か
も
密
林
地
帯
を
進
み
ま

し
た
。 

ペ
グ
ー
よ
り
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
へ
の
行
程
は
普
通
七

日
間
ぐ
ら
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
カ
ン
チ
ャ
ナ

ブ
リ
ー
へ
到
着
し
た
の
は
二
月
二
十
六
日
、
約
五
倍
の
三

十
七
日
を
要
す
る
行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
地
帯
は
特
有
の
熱
帯
マ
ラ
リ
ア
病
が
あ
り

隊
員
の
大
部
分
が
こ
れ
に
罹
り
、
鉄
路
が
絶
た
れ
て
い
る

た
め
食
糧
に
も
不
自
由
を
来
た
し
、
死
者
こ
そ
出
な
か
っ

た
も
の
の
大
変
厳
し
い
行
軍
で
し
た
。
こ
う
し
て
よ
う
や

く
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
に
着
い
た
の
が
二
月
二
十
六
日
で

す
。
こ
こ
は
米
国
映
画
「
戦
場
に
架
け
る
橋
」
で
有
名
な

と
こ
ろ
で
、
泰
緬
連
接
鉄
道
沿
線
の
給
水
及
び
防
疫
、
防

虐
業
務
を
実
施
し
ま
し
た
。 

一
方
、
本
隊
の
行
動
略
歴
を
見
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

昭
和
二
十
年
一
月
十
八
日 

ペ
グ
ー
出
発
、 

一
月
二
十
六
日 

第
三
十
三
軍
司
令
官
の
指
揮
下
に 
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一
月
三
十
一
日 

ラ
イ
カ
に
位
置
し
、
一
部
を
以
て

シ
ポ
ー
に
支
部
を
開
設
、
ま
た
一
部
は
チ
ャ
ウ
メ
に

臨
時
検
疫
所
を
開
設
し
て
防
疫
業
務
を
実
施 

同
年
三
月
十
二
日 

主
力
は
シ
ャ
ン
州
イ
マ
ピ
ン
へ
、

一
部
は
カ
ロ
ー
に
て
防
疫
、
防
疫
給
水
業
務
に
従
事 

 

ま
た
一
部
は
ナ
ン
シ
ー
に
て
各
種
「
ワ
ク
チ
ン
」

の
製
造
及
補
給
業
務
に
従
事 

同
年
三
月
二
十
五
日 

第
五
十
六
師
団
長
の
指
揮
下
に

入
る
。
ま
た
部
隊
は
ナ
ン
シ
ー
に
集
結
、
各
種
「
ワ

ク
チ
ン
」
の
製
造
及
び
防
疫
、
防
疫
給
水
業
務
に
従

事 

同
年
五
月
十
七
日 

ビ
ル
マ
の
南
シ
ャ
ン
州
ナ
ン
パ
レ

ー
に
前
進
、
同
地
に
お
い
て
防
疫
、
防
疫
給
水
、
各

種
「
ワ
ク
チ
ン
」
製
造
業
務
に
当
る
と
共
に
、
一
部

を
ロ
イ
コ
に
派
遣
、
同
地
に
侵
襲
し
た
る
コ
レ
ラ
の

防
疫
並
び
に
防
疫
給
水
に
従
事 

同
年
七
月
十
一
日 

一
部
を
ケ
マ
ピ
ユ
に
残
置
、
主
力

を
以
て
シ
ャ
ム
国
メ
ー
ホ
ン
ソ
ン
に
て
第
二
野
戦
輸

送
司
令
官
の
指
揮
下
に
入
り
、
ビ
ル
マ
と
シ
ャ
ム
の

国
境
以
東
の
防
疫
並
び
に
防
疫
給
水
を
拝
命 

同
年
七
月
十
九
日 

ナ
ン
パ
レ
ー
を
出
発
、
途
中
防
疫
、

防
疫
給
水
を
実
施
し
つ
つ
、
雨
期
で
山
岳
重
塁
、
泥

濘
悪
路
を
克
服
、
部
隊
貨
物
を
臂
力
搬
送
し
つ
つ
九

月
二
十
五
日
シ
ャ
ム
国
ク
ン
ヤ
ム
に
到
着 

以
上
の
よ
う
に
白
川
初
太
郎
部
隊
長
（
軍
医
大
佐
）
の

部
隊
本
部
は
、
兵
站
病
院
長
、
患
者
輸
送
小
隊
、
野
戦
病

院
な
ど
を
指
揮
し
て
診
療
業
務
を
継
続
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
終
戦
翌
年
の
復
員
時
の
昭
和
二
十
一
年
五
月
、

ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
に
集
結
し
た
部
隊
人
員
、
七
千
八
百
人

の
復
員
時
検
疫
を
実
施 

同
年
五
月
十
一
日 

復
員
命
令
に
よ
り
、
六
月
一
日
、

ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
を
出
発
、
ブ
ラ
ン
チ
ン
ブ
リ
を
経
て
六

月
四
日
、
バ
ン
コ
ッ
ク
着
、
六
月
六
日
同
港
出
航
、
十
五

日
に
浦
賀
に
上
陸 

私
た
ち
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
タ
イ
国
カ
ン

チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
で
終
戦
の
報
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
し
て
八
月
二
十
五
日
、
義
参
第
八
二
三
号
に
よ
っ
て

第
四
十
二
兵
站
地
区
隊
に
転
属
と
な
り
、
十
月
二
日
、
タ
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イ
の
バ
ン
ポ
ン
集
結
の
た
め
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
を
出
発
、

一
時
タ
イ
の
ノ
ン
プ
ラ
ド
ッ
ク
に
集
結
の
後
、
第
十
五
師

団
防
疫
給
水
部
長
の
指
揮
下
に
入
り
、
十
月
三
十
日
に
バ

ン
ポ
ン
に
集
結
を
完
了
し
、
こ
れ
よ
り
収
容
所
で
の
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
義
参
第
六

四
号
に
よ
り
第
十
五
師
団
司
令
部
に
転
属
、
四
月
二
十
九

日
付
に
て
陸
軍
伍
長
と
な
り
ま
し
た
。 

帰
国
は
五
月
一
日
、
バ
ン
ポ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
に
行
き
、

こ
こ
で
復
員
船
待
ち
と
な
り
、
二
十
日
に
「
永
禄
丸
」
に

乗
船
、
六
月
五
日
に
浦
賀
港
に
上
陸
、
東
京
を
出
発
し
て

よ
り
通
算
六
百
五
十
日
、
一
年
九
カ
月
ぶ
り
に
故
国
の
土

を
踏
み
ま
し
た
。 

 

防
疫
給
水
部
隊
の
誕
生 

昭
和
十
三
年
七
月
に
蘆
溝
橋
に
お
い
て
日
支
事
変
が
勃

発
し
て
以
来
、
関
東
軍
の
防
疫
部
は
臨
時
防
疫
給
水
班
を

編
成
し
て
戦
線
に
送
り
、
戦
線
の
将
兵
が
安
心
し
て
飲
め

る
水
を
補
給
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

北
支
戦
線
の
将
兵
か
ら
は
、
防
疫
給
水
班
を
各
師
団
に
配

属
す
べ
し
と
の
要
望
が
強
く
な
っ
た
の
で
す
。 

一
方
、
戦
火
は
上
海
に
広
が
り
、
先
発
と
し
て
上
陸
し

た
第
三
師
団
は
、
上
海
周
辺
の
ク
リ
ー
ク
の
水
を
媒
体
と

す
る
コ
レ
ラ
菌
に
戦
力
の
大
半
を
失
い
、
惨
状
は
目
を
お

お
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

上
海
派
遣
軍
の
北
条
方
円
軍
医
大
佐
は
、
軍
医
学
校
の

石
井
四
郎
大
佐
に
防
疫
給
水
部
の
至
急
派
遣
方
を
軍
首
脳

部
に
要
請
す
る
よ
う
に
依
頼
し
、
石
井
軍
医
大
佐
は
、
衛

生
濾
水
機
甲
五
両
に
補
充
兵
二
百
人
を
つ
け
て
上
海
へ
急

送
、
こ
の
人
員
、
器
材
を
受
け
取
っ
た
北
条
大
佐
が
、
こ

の
部
隊
を
上
海
派
遣
軍
防
疫
給
水
隊
と
名
付
け
た
の
が
防

疫
給
水
部
隊
の
初
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
部
隊
は
軍
医
部
の
統
制
下
、
軍
医
を
長
と
す
る
五

個
小
隊
に
編
成
し
、
各
小
隊
に
は
浄
水
班
、
検
水
班
、
消

毒
班
の
分
担
を
作
り
、
各
師
団
に
一
個
小
隊
宛
を
派
遣
し

配
属
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
各
小
隊
は
配
属
師
団
の
戦
闘
部

隊
の
直
後
に
進
出
し
て
水
源
を
求
め
、
濾
水
車
で
浄
水
を

作
り
、
戦
闘
部
隊
に
直
接
給
水
し
ま
し
た
。 

か
く
し
て
昭
和
十
三
年
秋
よ
り
、
新
規
師
団
を
動
員
す
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る
際
に
衛
生
部
主
管
の
防
疫
給
水
部
が
編
成
に
加
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
一
方
既
設
の
師
団
に
対
し

て
も
防
疫
給
水
部
が
誕
生
し
、
第
三
十
四
ま
で
の
野
戦
防

疫
給
水
部
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

防
疫
給
水
部
の
任
務
は
、
野
戦
に
お
い
て
将
兵
を
伝
染

病
よ
り
守
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
の
人
員
、
資
材
で
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
部
長
は
軍
医
佐
官
で
、
他
に
軍
医
尉
官

五
、
薬
剤
尉
官
一
の
計
七
人
を
部
員
と
称
し
、
部
付
と
し

て
衛
生
尉
官
二
人
、
主
計
尉
官
一
人
、
兵
科
准
士
官
二
人

の
他
、
衛
生
兵
と
輜
重
兵
の
下
士
官
兵
二
百
数
十
人
よ
り

な
り
、
装
備
は
完
全
自
動
車
編
成
で
、
自
動
車
載
の
衛
生

濾
水
機
甲
と
指
揮
官
用
乗
用
車
、
搬
水
車
及
び
資
材
運
搬

用
附
属
車
を
所
有
し
、
病
原
検
索
具
、
理
化
学
検
査
具
、

搬
水
槽
、
背
負
式
搬
水
嚢
、
衛
生
濾
水
機
各
種
が
装
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

防
疫
給
水
部
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
駆
使
し
て
作
戦
地
の

伝
染
病
の
実
態
の
把
握
、
住
民
か
ら
の
情
報
収
集
と
患
者

の
診
断
、
病
因
確
認
の
た
め
の
吐
物
、
糞
便
の
採
集
な
ど

が
防
疫
斥
候
班
の
任
務
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
病
気
の
原
因
で
あ
る
病
原
菌
を
確
か
め
る
病
原

検
索
班
が
、
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
、
赤
痢
等
の
飲
食
物
に
よ

る
伝
染
病
の
場
合
に
は
、
無
菌
の
水
を
大
量
に
迅
速
に
作

っ
て
供
給
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
給
水
に
は
先

ず
給
水
源
の
水
質
検
査
に
よ
り
、
無
毒
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
検
水
試
験
と
無
毒
の
水
を
無
菌
に
す
る
た
め
の
細

菌
濾
過
機
（
石
井
式
濾
水
機
）
に
よ
る
浄
水
作
業
、
更
に

こ
の
水
を
将
兵
に
供
給
す
る
た
め
の
搬
水
作
業
等
が
必
要

で
あ
っ
た
の
で
す
。 
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イ
の
バ
ン
ポ
ン
集
結
の
た
め
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
を
出
発
、

一
時
タ
イ
の
ノ
ン
プ
ラ
ド
ッ
ク
に
集
結
の
後
、
第
十
五
師

団
防
疫
給
水
部
長
の
指
揮
下
に
入
り
、
十
月
三
十
日
に
バ

ン
ポ
ン
に
集
結
を
完
了
し
、
こ
れ
よ
り
収
容
所
で
の
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
義
参
第
六

四
号
に
よ
り
第
十
五
師
団
司
令
部
に
転
属
、
四
月
二
十
九

日
付
に
て
陸
軍
伍
長
と
な
り
ま
し
た
。 

帰
国
は
五
月
一
日
、
バ
ン
ポ
ン
か
ら
バ
ン
コ
ク
に
行
き
、

こ
こ
で
復
員
船
待
ち
と
な
り
、
二
十
日
に
「
永
禄
丸
」
に

乗
船
、
六
月
五
日
に
浦
賀
港
に
上
陸
、
東
京
を
出
発
し
て

よ
り
通
算
六
百
五
十
日
、
一
年
九
カ
月
ぶ
り
に
故
国
の
土

を
踏
み
ま
し
た
。 

 

防
疫
給
水
部
隊
の
誕
生 

昭
和
十
三
年
七
月
に
蘆
溝
橋
に
お
い
て
日
支
事
変
が
勃

発
し
て
以
来
、
関
東
軍
の
防
疫
部
は
臨
時
防
疫
給
水
班
を

編
成
し
て
戦
線
に
送
り
、
戦
線
の
将
兵
が
安
心
し
て
飲
め

る
水
を
補
給
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

北
支
戦
線
の
将
兵
か
ら
は
、
防
疫
給
水
班
を
各
師
団
に
配

属
す
べ
し
と
の
要
望
が
強
く
な
っ
た
の
で
す
。 

一
方
、
戦
火
は
上
海
に
広
が
り
、
先
発
と
し
て
上
陸
し

た
第
三
師
団
は
、
上
海
周
辺
の
ク
リ
ー
ク
の
水
を
媒
体
と

す
る
コ
レ
ラ
菌
に
戦
力
の
大
半
を
失
い
、
惨
状
は
目
を
お

お
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

上
海
派
遣
軍
の
北
条
方
円
軍
医
大
佐
は
、
軍
医
学
校
の

石
井
四
郎
大
佐
に
防
疫
給
水
部
の
至
急
派
遣
方
を
軍
首
脳

部
に
要
請
す
る
よ
う
に
依
頼
し
、
石
井
軍
医
大
佐
は
、
衛

生
濾
水
機
甲
五
両
に
補
充
兵
二
百
人
を
つ
け
て
上
海
へ
急

送
、
こ
の
人
員
、
器
材
を
受
け
取
っ
た
北
条
大
佐
が
、
こ

の
部
隊
を
上
海
派
遣
軍
防
疫
給
水
隊
と
名
付
け
た
の
が
防

疫
給
水
部
隊
の
初
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
部
隊
は
軍
医
部
の
統
制
下
、
軍
医
を
長
と
す
る
五

個
小
隊
に
編
成
し
、
各
小
隊
に
は
浄
水
班
、
検
水
班
、
消

毒
班
の
分
担
を
作
り
、
各
師
団
に
一
個
小
隊
宛
を
派
遣
し

配
属
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
各
小
隊
は
配
属
師
団
の
戦
闘
部

隊
の
直
後
に
進
出
し
て
水
源
を
求
め
、
濾
水
車
で
浄
水
を

作
り
、
戦
闘
部
隊
に
直
接
給
水
し
ま
し
た
。 

か
く
し
て
昭
和
十
三
年
秋
よ
り
、
新
規
師
団
を
動
員
す
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る
際
に
衛
生
部
主
管
の
防
疫
給
水
部
が
編
成
に
加
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
一
方
既
設
の
師
団
に
対
し

て
も
防
疫
給
水
部
が
誕
生
し
、
第
三
十
四
ま
で
の
野
戦
防

疫
給
水
部
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

防
疫
給
水
部
の
任
務
は
、
野
戦
に
お
い
て
将
兵
を
伝
染

病
よ
り
守
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
の
人
員
、
資
材
で
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
部
長
は
軍
医
佐
官
で
、
他
に
軍
医
尉
官

五
、
薬
剤
尉
官
一
の
計
七
人
を
部
員
と
称
し
、
部
付
と
し

て
衛
生
尉
官
二
人
、
主
計
尉
官
一
人
、
兵
科
准
士
官
二
人

の
他
、
衛
生
兵
と
輜
重
兵
の
下
士
官
兵
二
百
数
十
人
よ
り

な
り
、
装
備
は
完
全
自
動
車
編
成
で
、
自
動
車
載
の
衛
生

濾
水
機
甲
と
指
揮
官
用
乗
用
車
、
搬
水
車
及
び
資
材
運
搬

用
附
属
車
を
所
有
し
、
病
原
検
索
具
、
理
化
学
検
査
具
、

搬
水
槽
、
背
負
式
搬
水
嚢
、
衛
生
濾
水
機
各
種
が
装
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

防
疫
給
水
部
は
こ
れ
ら
の
機
能
を
駆
使
し
て
作
戦
地
の

伝
染
病
の
実
態
の
把
握
、
住
民
か
ら
の
情
報
収
集
と
患
者

の
診
断
、
病
因
確
認
の
た
め
の
吐
物
、
糞
便
の
採
集
な
ど

が
防
疫
斥
候
班
の
任
務
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
病
気
の
原
因
で
あ
る
病
原
菌
を
確
か
め
る
病
原

検
索
班
が
、
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
、
赤
痢
等
の
飲
食
物
に
よ

る
伝
染
病
の
場
合
に
は
、
無
菌
の
水
を
大
量
に
迅
速
に
作

っ
て
供
給
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
給
水
に
は
先

ず
給
水
源
の
水
質
検
査
に
よ
り
、
無
毒
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
検
水
試
験
と
無
毒
の
水
を
無
菌
に
す
る
た
め
の
細

菌
濾
過
機
（
石
井
式
濾
水
機
）
に
よ
る
浄
水
作
業
、
更
に

こ
の
水
を
将
兵
に
供
給
す
る
た
め
の
搬
水
作
業
等
が
必
要

で
あ
っ
た
の
で
す
。 

  

 




